
敏
達
帝
一
二 

 

延
喜
五 

 
 

万
寿
三 

 
 

建
久
三 

建
久
三 
 

建
久
八 

 

年 
号 

  

一
〇
〇 

   

五
八
三 

 

九
〇
五 

  一
〇
二
六 
  

一
一
九
二 

一
一
九
二 

 

一
一
九
七 

 

西 

暦 

谷
山
草
野
貝
塚 

 

平
川
遺
跡
（
海
之
上
部
落
） 

 

塔
ノ
原
遺
跡
（
五
ケ
別
府
町
） 

 
上
ノ
原
遺
跡
（
山
田
町
上
ノ
原
） 

 

三
重
野
遺
跡
（
五
ケ
別
府
町
） 

 

須
々
原
遺
跡
（
平
川
町
須
々
原
開
拓
地
） 

 

坂
ノ
上
遺
跡
（
住
居
跡
） 

 

薬
師
堂
遺
跡 

 

五
位
野
遺
跡
こ
の
こ
ろ
清
泉
寺
、
慈
眼
寺
（
日
羅
建 

立
と
い
わ
れ
る
） 

延
喜
式
民
部
に
谿
山
、
谷
山
、
溪
山
郡
と
し
谷
山
、 

久
佐
の
二
郷
を
管
す
。和
名
抄
に
は
多
仁
也
末
と
訓 

す
。 

 

こ
の
頃
刀
工
橋
口
正
国
（
行
安
）
波
ノ
平
に
住
む 

 

紀
伊
国
竹
内
兄
弟
の
内
次
郎
に
谷
山
福
本
五
十
五
町 

 

を
与
ふ 

 

谷
山
郡
、伊
佐
郡
を
と
り
あ
げ
忠
久
地
頭
職
と
な
る 

 

山
田
文
書
こ
の
年
に
は
じ
ま
り
一
六
九
〇
年
お
わ
る 

こ
の
間
四
九
九
年 

 

谷
山
郡
二
百
町
内
社
領
一
八
町
寄
郡
一
八
二
町
益
山 

太
郎 

谷 
 
 
 

山 
 
 
 

市 

建
仁
二 

 

承
久
三 

 

仁
治
元 

 

建
長
三 

 文
永
一
一 

 

建
治
三 

 

弘
安
元 

 

〃 

二 
 

〃
一
〇 

 

元
享
二 

 

正
中
二 

  

建
武
元 

   
建
武
二 

 

 

一
二
〇
二 

 

一
二
二
一 

 

一
二
四
〇 

 

一
二
五
一 

 

一
二
七
四 

 

一
二
七
七 

 

一
二
七
八 

 

一
二
七
九 

 

一
二
八
七 

 

一
三
二
二 

 

一
三
二
五 

  

一
三
三
四 

   

一
三
三
五 

  

谷
山
郡
司
信
忠
関
東
下
文
を
受
く 

 

谷
山
忠
光
六
波
羅
状
案
権
石
中
弁
状
に
よ
り
谷
山
郡 

請
所
と
す 

谷
山
忠
光
地
頭
職
請
所
と
な
す
（
島
津
忠
時
地
頭
） 

 

島
津
忠
時
の
子
忠
継
が
谷
山
の
う
ち
山
田
、上
別
府 

を
も
ら
う(

山
田
氏
の
祖) 

清
泉
寺
摩
崖
仏
彫
ら
る 

 

谷
山
資
忠
（
覚
信
）
将
軍
家
新
造
御
用
途
対
捍
す 

（
三
年
） 

島
津
久
経
谷
山
郡
地
頭
土
用
熊
丸
に
伊
豆
走
湯
山
造 

 

営
用
途
を
上
進
せ
し
む 

 

幕
府
土
用
熊
丸
の
訴
訟
に
よ
り
谷
山
郡
司
資
忠
に
課 

 

役
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
命
ず 

 

幕
府
谷
山
郡
司
地
頭
の
相
論
裁
決 

 

山
田
宗
久
谷
山
資
忠
を
探
題
に
訴
う 

  

山
田
宗
久
諸
三
郎
丸
に
谷
山
郡
山
田
上
別
府
村
両
村 

 

を
譲
る 

 

山
田
忠
能
谷
山
郷
の
山
田
上
別
府
村
の
所
務
得
分
物 

の
知
行
を
決
断
所
よ
り
認
め
ら
る 

谷
山
五
郎
入
道
隆
信
谷
山
郡
司
と
な
る 

 

山
田
宗
久
、
尊
氏
に
味
方
す 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
四
六

谷

山

市

郷

土

史

年

表 



延
元
二 

   
興
国
三 

  

興
国
四 

 

正
平
二 

 

正
平
五 

 

文
中
三 

 

元
中
元 

 応
永
一
一 

 

応
永
二
四 

  

永
享
七 

 

寛
正
四 

 文
明
一
七 

 

明
応
四 

 

永
正
九 

 

大
永
六 
 

大
永
七 

一
三
三
七 

   

一
三
四
二 

  
一
三
四
三 

 
一
三
四
七 

 

一
三
五
〇 

 

一
三
七
四 

 

一
三
八
四 

 

一
四
〇
四 

 

一
四
一
七 

  

一
四
三
五 

 

一
四
六
三 

 

一
四
八
五 

 

一
四
九
五 

 

一
五
一
二 

 

一
五
二
六 

 

一
五
二
七 

谷
山
隆
信
三
条
泰
季
に
応
ず 

谷
山
隆
信
伊
作
庄
に
向
い
伊
作
久
長
等
と
戦
う
曽
於 

軍
に
入
り
三
条
泰
季
軍
と
共
に
橘
木
城
攻
撃 

 

征
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
谷
山
に
来
る 

島
津
貞
久
谷
山
郡
佐
々
野
木
原
で
宮
方
と
合
戦
谷
山 

城
、
波
之
平
手
落
の
合
戦 

こ
の
頃
諏
訪
神
社
建
立 

 

谷
山
官
軍
勝
利
懐
良
親
王
海
路
よ
り
肥
後
へ
、
谷
山 

城
は
三
条
泰
季
お
さ
む 

足
利
宣
冬
山
田
忠
能
を
招
致
す
（
こ
の
頃
島
津
氏
は 

官
軍
） 

島
津
師
久
山
田
忠
継
の
た
め
に
谷
山
郡
山
田
、
上
別 

府
の
地
頭
職
を
乞
う 

無
外
円
照
和
尚
に
よ
り
皇
徳
寺
建
立
さ
れ
る 

 

清
泉
寺
字
堂
、
覚
卍
和
尚
に
よ
り
再
興 

 

伊
集
院
頼
久
、
九
代
義
天
公
（
久
豊
）
と
の
合
戦
に 

よ
り
之
を
破
り
谷
山
城
に
入
る
川
口
城
、
陣
ヶ
岡
、 

神
前
城 

谷
山
揖
宿
の
う
ち
大
慈
寺
正
八
幡
宮
領
と
な
る
（
島 

津
氏
寄
進
） 

島
津
立
久
御
佐
山
祭
の
夫
役
を
鹿
児
島
谷
山
二
十
四 

ヶ
村
に
分
っ
て
七
番
と
す 

島
津
忠
昌
谷
山
に
て
国
久
忠
廉
と
祁
答
院
重
度
討
伐 

を
議
す 

島
津
昌
忠
吉
田
孝
晴
に
谷
山
山
田
村
を
与
ふ 

 

島
津
忠
治
種
子
島
忠
時
に
揖
宿
軍
谷
山
郡
和
田
名
等 

を
増
封 

島
津
忠
良
軍
功
に
よ
り
伊
集
院
谷
山
の
地
を
得
る 

 
 

 

島
津
実
久
谷
山
を
と
り
平
田
宗
秀
に
苦
辛
城
を
守
ら 

享
禄
四 

 

天
文
三 
 

天
文
四 

 

天
文
八 

 天
文
一
一 

 

天
正
一 

 

天
正
二 

 

天
正
五 

 天
正
一
六 

 

文
禄
四 

 

慶
長
二 

 

慶
長
三 

 

慶
長
七 

  

元
和
九 

 寛
永
一
九 

 
正
保
二 

 

一
五
三
一 

 

一
五
三
四 

 

一
五
三
五 

 

一
五
三
九 

 

一
五
四
二 

 

一
五
七
三 

 

一
五
七
四 

 

一
五
七
七 

 

一
五
八
八 

 

一
五
九
五 

 

一
五
九
七 

 

一
五
九
八 

 

一
六
〇
二 

  

一
六
二
二 

 

一
六
四
二 

 

一
六
四
五 

 

 

す
（
山
田
） 

  

僧
舜
有
舜
田
に
従
っ
て
皇
徳
寺
に
よ
る 

  

川
上
昌
久
勝
久
の
臣
末
弘
忠
度
を
谷
山
皇
徳
寺
に
て 

殺
害
す 

川
上
昌
久
勝
久
に
誅
せ
ら
る 

勝
久
實
久
と
谷
山
に
戦
っ
て
帖
佐
へ
敗
走
す 

貴
久
に
平
田
宗
秀
降
る
貴
久
公
苦
辛
城
に
い
る
貴
久 

谷
山
を
親
征
す 

慈
眼
寺
貴
久
公
改
宗
福
昌
寺
末
寺
と
な
る 

 

山
例
（
山
法
書
五
十
三
ヶ
条
）
発
布
せ
ら
る 

 

川
龍
山
は
持
宝
院
常
楽
寺
こ
の
頃
建
立 

 

こ
の
頃
錫
山
岩
屋
御
仮
屋
建
立 

 

島
津
義
久
頴
娃
三
郎
久
音
に
山
田
村
を
与
ふ 

 

皇
徳
寺
に
山
本
親
匡
の
墓
建
立（
義
弘
の
子
久
保
に 

殉
死
す
） 

谷
山
辺
田
よ
り
朝
鮮
の
役
に
出
陣
す 

 

安
張
（
寺
庵
）
義
弘
に
仕
え
朝
鮮
征
伐
に
従
い
刀
を 

つ
く
り
将
士
に
与
ふ 

伊
集
院
幸

の
小
伝
次
は
富
隈
、
三
男
三
郎
四
男
千 

次
郎
は
谷
山
掛
橋
郷（
滝
ノ
下
で
成
敗
母
は
阿
多
に 

て
皆
々
同
日
成
敗
す
） 

こ
の
頃
青
少
年
風
儀
み
だ
れ
郷
中
教
育
お
こ
る 

 

刀
工
橋
口
寿
庵
没 

 

島
津
大
和
守
久
章
清
泉
寺
境
内
で
自
害
、墓
建
立
さ 

る 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
四
七 



明
暦
元 

 
寛
文
元 

 

寛
文
二 

 

延
宝
二 

 

延
宝
四 

 

貞
享
元 

 

貞
享
二 

 

元
禄
九 

 

元
禄
一
三 

 

宝
永
一
二 

  

正
徳
二 

 

正
徳
五 

 

享
保
二 

 

享
保
六 

 

享
保
八 
 

享
保
一
二 

  

一
六
五
五 

 

一
六
六
一 

 
一
六
六
二 

 

一
六
七
四 

 

一
六
七
六 

 

一
六
八
四 

 

一
六
八
五 

 

一
六
九
六 

 

一
七
〇
〇 

 

一
七
〇
六 

  

一
七
一
二 

 

一
七
一
五 

 

一
七
一
七 
 

一
七
二
一 

 

一
七
二
三 

 

一
七
二
七 

  

八
木
主
水
元
信
に
よ
り
錫
山
開
か
る 

 

谷
山
栗
野
財
部
一
向
宗
門
徒
処
分
さ
る 

 

金
山
へ
他
国
領
民
を
許
さ
る 

 

霧
島
六
所
権
現
皇
徳
寺
に
建
立 

 

大
山
祇
神
社
建
立 

 
清
泉
寺
金
剛
力
士
像
彫
ら
る 

 

五
ケ
別
府
町
川
口
に
森
家
の
墓
建
立 

 

三
宝
荒
神
建
立
（
大
川
内
） 

 

谷
山
錫
山
物
定
帳
発
布
せ
ら
る 

 

大
川
内
妙
楽
寺
（
曹
洞
宗
）
建
立 

皇
徳
寺
却
外
白
明
蔵
司
墓
建
立 

 

久
永
仲
兵
衛
大
川
内
に
献
燈
立
つ 

 

白
山
神
社
献
燈
立
つ 

 

慈
眼
寺
白
峯
和
尚
に
よ
り
磨
崖
月
輪
ほ
ら
る 

 

永
田
に
田
の
神
建
立 

 

山
田
一
丁
田
田
の
神
建
立 

 

慈
眼
寺
石
橋
修
理
碑
建
立 

慈
眼
寺
大
曇
日
峯
十
三
世
和
尚
再
興 

 

享
保
一
六 
 

享
保
一
七 

 

享
保
一
九 

 

寛
保
三 

 

宝
暦
二 

 

宝
暦
四 

 

宝
暦
七 

 

宝
暦
八 

 宝
暦
一
〇 

 

宝
暦
一
一 

 

安
永
三 

 

安
永
三 

 

安
永
六 

 

安
永
九 

 

天
明
三 

 
寛
政
六 

 寛
政
一
二 

 
一
七
三
一 

 

一
七
三
二 

 

一
七
三
四 

 

一
七
四
三 

 

一
七
五
二 

 

一
七
五
四 

 

一
七
五
七 

 

一
七
五
八 

 

一
七
六
〇 

 

一
七
六
一 

 

一
七
七
四 

 

一
七
七
四 

 

一
七
七
七 

 

一
七
八
〇 

 

一
七
八
三 

 

一
七
九
四 

 

一
八
〇
〇 

 

久
永
仲
右
衛
門
大
川
内
に
仏
像
建
立 

 

鹿
倉
に
久
永
藤
右
藤
門
墓
立
つ 

 

滝
ノ
下
寺
山
に
墓
建
つ 

 

三
重
野
に
水
神
立
つ 

 

皇
徳
寺
堂
元
に
墓
立
つ 

 

錫
山
立
神
山
を
採
鉱
す 

 

谷
山
大
火
町
の
半
分
焼
失
す 

 

大
浦
山
帝
釈
寺
良
源
和
尚
韋
駄
天
像
再
興
す 

 

西
藩
野
史
で
き
る 

 

妙
楽
寺
境
内
に
六
道
地
蔵
建
立 

 

山
田
二
十
三
夜
待
供
養
塔
立
つ 

 

錫
山
山
中
稽
古
所
設
立
さ
る 

 

皇
徳
寺
に
永
崎
長
蔵
等
に
よ
り
手
洗
鉢
寄
進
さ
る 

 

大
川
内
妙
楽
寺
一
世
僧
侶
墓
立
つ 

 

赤
崎
海
門
造
士
館
教
授
と
な
る 

 

大
川
内
に
十
八
夜
待
二
十
三
夜
待
供
養
塔
立
つ 

 

滝
ノ
下
浦
村
中
が
ら
ん
神
建
立 

 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
四
八



享
和
二 

 

享
和
三 

 
文
化
四 

 文
化
一
〇 

 

文
化
一
三 

 

文
化
一
四 

  

文
政
元 

 

文
政
二 

   

文
政
七 

 文
政
一
〇 

 

文
政
一
二 

 

文
政
一
二 

 

天
保
二 

 

天
保
五 

 

天
保
六 

 

天
保
七 

一
八
〇
二 

 
 

一
八
〇
三 

 

一
八
〇
七 

 
一
八
一
三 

 
一
八
一
六 

 

一
八
一
七 

  

一
八
一
八 

 

一
八
一
九 

   

一
八
二
四 

 

一
八
二
七 

 

一
八
二
九 

 

一
八
二
九 

 

一
八
三
一 

 

一
八
三
四 
 

一
八
三
五 

 

一
八
三
六 

島
津
国
史
で
き
る 

 

金
山
御
取
建
之
由
緒
発
布 

 

立
迫
部
落
に
石
壇
供
養
碑
立
つ 

 

大
川
内
明
楽
寺
に
経
塚
立
つ 

 

錫
山
大
山
祇
神
社
に
献
燈
立
つ 

 

辺
田
に
稲
荷
大
明
神
建
立 

是
枝
柳
右
ェ
門
生
る 

 
森
喜
平
太
（
小
銃
指
南
役
）
生
る
（
川
口
） 

 

白
山
神
社
手
洗
鉢
献
立 

小
伝
次
墓
立
つ
（
滝
ノ
下
） 

秀
頼
の
墓
の
献
燈
立
つ 

 

金
峰
山
講
こ
の
頃
か
ら
記
録
の
こ
る
（
松
崎
町
） 

 

山
相
秘
録
、
坑
場
法
律
出
版
さ
る 

 

沼
田
幸
兵
衛
錫
山
へ
来
る
、
南
蛮
絞
吹
き
は
じ
む 
 

谷
山
諸
記
で
き
る 

 

小
島
利
兵
衛
錫
山
で
白
炭
焼
を
は
じ
む 

 

川
畑
文
書
（
万
覚
書
帳
）
こ
の
年
は
じ
ま
り
一
八
七 

六
三
年
お
わ
る
。
こ
の
間
四
十
三
年 

森
喜
平
太
長
賢
、
谷
山
（
川
口
）
で
小
銃
指
南
役
と 

し
て
足
軽
に
教
授
す 

立
追
石
敢
当
立
つ
（
海
老
原
氏
） 

天
保
一
〇 

 

天
保
一
二 

 

天
保
一
四 
 

弘
化
元 

 

弘
元
四 

 

嘉
永
元 

 

嘉
永
四 

 

嘉
永
五 

 

嘉
永
六 

    

安
政
元 

 

安
政
六 

 

万
延
元 

 

文
久
三 

 

文
久
三 

  
元
治
元 

 

一
八
三
九 
 

一
八
四
一 

 

一
八
四
三 

 

一
八
四
四 

 

一
八
四
七 

 

一
八
四
八 

 

一
八
五
一 

 

一
八
五
二 

 

一
八
五
三 

    

一
八
五
四 

 

一
八
五
九 

 

一
八
六
〇 

 

一
八
六
三 

 

一
八
六
三 

  

一
八
六
四 

 

谷
山
の
永
田
橋
汐
見
橋
木
ノ
下
橋
こ
の
後
架
橋 

 

日
置
家
島
津
久
風
を
し
て
谷
山
海
岸
（
塩
屋
）
に
洋 

式
砲
術
を
評
験
さ
せ
る 

三
国
名
勝
図
会
成
る 

 

林
家
の
旧
領
地
に
林
昌
竟
記
念
碑
立
つ
（
求
頭
石
） 

 

錫
山
山
中
総
会
所
建
つ 

 

是
枝
柳
右
衛
門
松
崎
塾
を
お
こ
す
（
塾
生
百
余
名
） 

 

谷
山
郷
士
小
倉
玄
昌
蘭
学
修
業
の
た
め
長
州
藩
医
青 

木
周
弼
の
門
に
入
る 

庚
申
講
記
録
の
こ
る
（
山
田
下
）
こ
の
頃
盛 

 

錫
山
湧
上
坑
発
見
島
津
氏
の
直
営
と
な
る 

滝
の
下
弁
天
財
天
立
つ 

鹿
倉
水
天
つ
郡
奉
行
猿
渡
彦
四
郎 

川
上
出
右
ェ
門 

郷
士
年
寄
佐
藤
源
太
ェ
門 

床
屋
山
下
民
左
ェ
門 

 

こ
の
頃
川
口
辺
田
谷
山
麓
に
稽
古
所
設
け
ら
る 

 

錫
山
十
万
斤
時
代
（
こ
の
一
年
五
ケ
月
） 

 

和
田
浜
大
火 

 

谷
山
郷
士
辺
田
士
薩
英
戦
争
に
参
加
す 

 

名
越
高
朗
日
記
（
八
ケ
年
分
）
、
他
に
耕
作
万
覚
書 

で
き
る 

川
口
稽
古
所
漢
学
剣
術
を
教
え
る 

地
頭
三
原
伝
左
ェ
門
新
任
、有
学
の
志
士
及
児
童
を 

地
頭
仮
屋
に
召
し
経
義
を
講
し 

       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
四
九 



元
治
元 

 
慶
応
元 

 

慶
応
二 

 

慶
応
三 

 

明
治
元 

 

明
治
二 

 

明
治
五 

 

明
治
六 

 

明
治
七 

 

明
治
八 

 

明
治
八 

 

明
治
九 

     明
治
一
〇 

  

明
治
一
〇 

 

明
治
一
一 

一
八
六
四 

 

一
八
六
五 

 
一
八
六
六 

 

一
八
六
七 

 

一
八
六
八 

 

一
八
六
九 

 

一
八
七
二 

 

一
八
七
三 

 

一
八
七
四 

 

一
八
七
五 

 

一
八
七
五 

 

一
八
七
六 

     

一
八
七
七 

  

一
八
七
七 

 

一
八
七
八 

谷
山
善
兵
衛
日
記
（
三
ケ
年
間
）
で
き
る 

文
武
を
奨
励
す 

辺
田
郷
中
武
道
稽
古
所
を
辺
田
学
館
と
し
徳
化
と
す 

る 壮
士
上
京
の
た
め
地
頭
仮
屋
学
問
所
（
稽
古
所
）
閉 

校 錫
山
金
山
奉
行
を
生
産
方
と
す
る
、
フ
ラ
ン
シ
ス
、 

コ
ワ
ニ
エ
錫
山
鉱
山
調
査 

戊
辰
戦
役
従
軍
武
運
長
久
祈
願
の
た
め
辺
田
稲
荷
神 

社
手
洗
鉢
寄
進 

谷
山
地
頭
仮
屋
跡
に
立
志
館
設
置
さ
れ
生
徒
百
余
名 

勉
学
に
は
げ
む 

谷
山
常
備
隊
解
散
の
軍
資
金
を
も
っ
て
郷
校
を
再
興 

谷
山
十
五
郷
校
設
立
さ
る
生
徒
百
五
十
余
名 

戸
長
大
脇
為
政
任
命
さ
る 

 

平
民
の
郷
校
入
学
を
許
す
平
田
宗
質
郷
校
教
授
と
な 

り
洋
学
を
教
え
る 

川
口
小
学
設
立
す 

 

谷
山
十
五
郷
校
正
則
小
学
校
（
谷
山
小
学
校
）
と
な 

り
女
生
徒
は
じ
め
て
入
学
す
（
二
十
余
名
） 

私
学
校
徒
谷
山
小
学
校
を
弾
丸
製
造
所
に
あ
て
三
棟 

全
焼
す 

辺
田
学
館
を
第
四
大
隊
区
三
小
区
辺
田
学
校
と
称
す 

谷
山
第
四
大
区
第
一
小
区
―
第
五
小
区
ま
で 

谷
山
郡
区
区
長
山
内
賢
助
、副
区
長
松
崎
平
蔵
任
命 

さ
れ
る 

西
南
の
役
に
谷
山
よ
り
多
数
従
軍
す
る 

谷
山
市
街
地
全
焼 

 

谷
山
小
学
校
全
焼
一
時
閉
校 

コ
レ
ラ
流
行
死
者
甚
大 

村
校
お
こ
り
教
育
普
及
す
る 

明
治
一
二 

  

明
治
一
二 

  

明
治
一
三 

 

明
治
一
四 

 

明
治
一
七 

     

明
治
一
八 

  

明
治
二
〇 

  

明
治
二
〇 

  

明
治
二
二 

   

明
治
二
三 

 

明
治
二
五 

一
八
七
九 

  

一
八
七
九 

  

一
八
八
〇 

 

一
八
八
一 

 

一
八
八
四 

     

一
八
八
五 

  

一
八
八
七 

  

一
八
八
七 

  

一
八
八
九 

   

一
八
九
〇 

 
一
八
九
二 

鹿
児
島
警
察
署
の
分
署
谷
山
に
設
置
さ
れ
る 

谷
山
小
学
校
校
舎
落
成
す
る 

 

谿
山
郡
町
村
数
九
、
戸
長
役
場
数
五
、
上
福
元
村
戸 

長
伊
地
知
季
治
任
命 

錫
山
簡
易
小
学
開
校
さ
れ
る 

三
月
十
五
日
の
公
文
書
に
戸
長
簗
瀬
新
八
と
あ
る 

（
官
選
？
） 

 

塩
屋
村
字
井
樋
の
尻
に
塩
田
開
拓
着
手 

清
谿
学
舎
創
立
さ
れ
る 

是
枝
千
亀
の
墓
立
つ
（
小
松
原
） 

 

伊
地
知
季
治
戸
長
に
任
命
さ
れ
る 

谷
山
海
岸
に
い
た
や
貝
の
養
殖
は
じ
む 

慈
眼
寺
軍
馬
育
成
所
開
設
さ
れ
る 

錫
山
山
中
二
才
組
お
こ
る 

辺
田
学
館
再
興
、
夜
学
校
は
じ
ま
る 

 

慈
眼
寺
公
園
修
築
、
共
楽
園
建
築 

大
川
内
明
楽
寺
の
寺
号
認
可
さ
れ
る 

 

谷
山
小
学
校
を
分
離
し
、
谿
山
、
森
山
小
学
校
と
す 

る
、
生
徒
六
百
余
名
、
両
校
に
永
田
小
、
松
崎
小
、 

宮
本
小
の
三
校
を
合
一
す
る 

中
山
小
学
校
創
立
さ
れ
る 

中
塩
屋
競
馬
は
じ
ま
る 

 

谷
山
初
代
村
長
伊
地
知
季
治
、
助
役
伊
集
院
剣
才
、 

村
会
議
員
選
出
さ
れ
る 

和
田
干
拓
民
間
人
に
て
工
事
着
手
さ
る 

伊
作
、
知
覧
県
道
開
通
す
る 

宮
川
小
学
校
創
立
さ
れ
る 

 

谷
山
に
お
い
て
も
吏
党
、
民
党
の
争
激
し 

       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
五
〇



明
治
二
七 

 
明
治
三
〇 

 

明
治
三
三 

 

明
治
三
三 

 

明
治
三
六 

  

明
治
三
七 

 

明
治
三
九 

 

明
治
四
一 

  

明
治
四
二 

  

明
治
四
四 

 

大
正
元 

  

大
正
二 

 

大
正
四 

 

大
正
五 

 

大
正
五 

一
八
九
四 

 

一
八
九
七 

 

一
九
〇
〇 

 
一
九
〇
〇 

 

一
九
〇
三 

  

一
九
〇
四 

 

一
九
〇
六 

 

一
九
〇
八 

  

一
九
〇
九 

  

一
九
一
一 

 

一
九
一
二 

  

一
九
一
三 

 

一
九
一
五 
 

一
九
一
六 

 

一
九
一
六 

第
二
回
国
会
議
員
選
挙
、
厚
地
敏
当
選 

福
平
小
学
校
創
立
さ
れ
る 

谷
山
消
防
組
組
織
さ
れ
る 

農
会
設
立
さ
れ
る 

二
代
村
長
佐
藤
清
真
、
助
役
山
下
正
と
な
る 

こ
の
頃
各
地
に
馬
頭
神
立
つ 

長
太
郎
焼
永
田
川
河
畔
に
創
業
す 

 

薩
隅
日
地
理
纂
考
で
き
る 

平
川
小
学
校
創
立
さ
れ
る 

松
崎
青
年
舎
（
松
青
学
舎
）
創
立
さ
れ
る 

和
田
小
学
校
森
山
小
学
校
よ
り
分
校
創
立
さ
れ
る 

 
初
め
て
鹿
児
島
、谷
山
間
に
乗
合
自
動
車
営
業
を
開 

始
す
る 

慈
眼
寺
軍
馬
育
成
所
閉
鎖
さ
れ
る 

 

羽
月
市
次
郎
氏
は
じ
め
て
温
州
み
か
ん
園
開
園 

鹿
児
島
郡
立
工
業
徒
弟
学
校
設
立
さ
る 

 

第
三
代
谷
山
村
長
に
佐
藤
清
光
な
る 

谷
山
小
高
科
三
ヵ
年
に
延
長
す 

 

火
の
河
原
分
校
創
立
さ
る 

 

水
稲
作
付
正
条
植
普
及
す
る 

谿
山
、森
山
両
校
舎
合
併
谿
山
男
子
校
及
び
女
子
校 

と
な
る 

鹿
児
島
市
武
之
橋
、
谷
山
間
に
電
車
開
通
す
る 

 

東
上
福
産
業
組
合
創
立
さ
れ
る 

 

明
治
十
年
戦
役
記
念
碑
慈
眼
寺
公
園
に
建
立
さ
れ
る 

 

錫
山
婦
人
会
発
足 

大
正
六 

  

大
正
七 
  

大
正
八 

  大
正
一
二 

   

大
正
一
三 

   

大
正
一
四 

 

大
正
一
五 

 

昭
和
二 

   

昭
和
三 

  

昭
和
三 

 

昭
和
四 

  
昭
和
五 

 

一
九
一
七 
  

一
九
一
八 

  

一
九
一
九 

  

一
九
二
三 

   

一
九
二
四 

   

一
九
二
五 

 

一
九
二
六 

 

一
九
二
七 

   

一
九
二
八 

  

一
九
二
八 

 

一
九
二
九 

  

一
九
三
〇 

 

発
動
船
建
造
、
乗
組
員
谷
山
漁
民
多
し 

谷
山
小
高
等
科
に
農
業
科
を
設
置
す
る 

 

慈
眼
寺
大
久
保
道
路
完
成
す
る 

谷
山
小
高
等
科
に
女
子
実
業
補
習
学
校
併
設
さ
れ
る 

 

谷
山
丸
、
東
進
丸
の
二
隻
進
水
す
る 

川
畑
半
兵
衛
清
真
の
記
念
碑
、辺
田
に
建
立
さ
れ
る 

 

谷
山
の
漁
業
最
盛
と
な
る 

和
田
干
拓
大
工
事
着
手
す
る 

英
国
皇
太
子
殿
下
歓
迎
記
念
碑
鎮
守
神
社
境
内
に
建 

立
さ
れ
る 

第
四
代
谷
山
村
長
に
松
元
仁
市
郎
氏
選
出
さ
れ
る 

（
六
月
） 

谷
山
町
制
を
施
行
（
九
月
一
日
）
し
第
一
代
町
長
に 

松
元
仁
市
郎
な
る
、
助
役
相
良
八
郎
太 

谷
山
上
松
崎
大
火
に
よ
り
商
店
多
く
炎
上
す 

 

谷
山
中
央
地
区
耕
地
整
理
に
着
工
す
る 

 

前
田
為
信
助
役
と
な
る 

硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
始
め
て
使
用
さ
れ
る 

女
子
実
業
補
習
学
校
を
谷
山
実
践
女
子
校
と
改
称
す 

る 谷
山
小
奉
安
殿
竣
工
す
る 

谷
山
神
社
創
建
さ
れ
る 

 

谷
山
隆
信
特
旨
を
以
て
「
贈
正
五
位
」
に
叙
せ
ら
る 

 

谷
山
中
央
地
区
耕
地
整
理
完
了
す
る 

慈
眼
寺
公
園
修
営
大
工
事
完
了
す
る 

 

指
宿
線
西
駅
五
位
野
間
開
通
す
る 

 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
五
一 



昭
和
六 

  

昭
和
七 

 

昭
和
八 

 

昭
和
八 

  昭
和
九 

 昭
和
一
〇 

  

昭
和
一
二 

 

昭
和
一
二 

 

昭
和
一
三 

   

昭
和
一
四 

 

昭
和
一
六 

 

昭
和
一
八 

 

昭
和
一
八 
 

昭
和
二
〇 

 

昭
和
二
一 

 

一
九
三
一 

  

一
九
三
二 

 
一
九
三
三 

 

一
九
三
三 

  

一
九
三
四 

 

一
九
三
五 

  

一
九
三
七 

 

一
九
三
七 

 

一
九
三
八 

   

一
九
三
九 

 

一
九
四
一 
 

一
九
四
三 

 

一
九
四
三 

 

一
九
四
五 

 

一
九
四
六 

 

和
田
干
拓
竣
工
す
る（
六
十
三
町
工
費
三
十
六
万
三 

千
円
） 

 

坂
之
上
無
線
目
信
所
開
設
さ
れ
る 

 

谷
山
小
講
堂
落
成
（
四
一
五
坪
五
合
） 

 

錫
山
産
業
組
合
成
る
初
代
組
合
長
有
馬
壮
吉 

大
崎
県
道
（
鹿
児
島
加
世
田
市
大
崎
間
）
着
工
（
錫 

山
経
由) 

陸
稲
収
穫
皆
無
、
水
稲
大
減
収 

 

木
原
貞
恒
助
役
に
就
任
す
る 

こ
の
頃
農
家
戸
数
五
五
三
三
戸 

 

第
二
代
町
長
に
伊
地
知
栄
二
当
選
す
る 

 

錫
山
郵
便
取
扱
所
、
同
十
五
年
局
昇
進
初
代
局
長 

谷
山
資
道
、
現
代
局
長
植
木
澄
則 

桑
畑
市
之
助
、
助
役
に
就
任
す
る 

農
林
省
家
畜
試
験
場
開
設
さ
れ
る 

谷
山
公
益
質
屋
開
設
さ
れ
る 
 

 

錦
江
療
院
平
川
に
開
設
さ
れ
る 

 

第
三
代
町
長
に
伊
地
知
四
郎
当
選
す
る 

 

入
佐
清
之
烝
第
二
助
役
に
就
任
す
る 

 

産
業
組
合
法
改
正
に
よ
り
谷
山
町
農
業
会
錫
山
支
部 

発
足 

空
襲
に
よ
り
市
街
地
中
心
部
焼
失
す 

 

錫
山
、
岩
屋
地
区
、
同
廿
二
年
全
地
域
点
灯 

枕
崎
台
風
に
よ
り
和
田
干
拓
護
岸
決
壊
す
る 

昭
和
二
一  

昭
和
二
二 

       

昭
和
二
三 

 

昭
和
二
三 

      

昭
和
二
四 

        
昭
和
二
五 

   

昭
和
二
六 

一
九
四
六  

一
九
四
七 

       

一
九
四
八 

 

一
九
四
八 

      

一
九
四
九 

        

一
九
五
〇 

   
一
九
五
一 

二
回
の
台
風
に
よ
り
農
作
物
の
被
害
甚
大 

 

選
挙
管
理
委
員
会
生
ま
れ
る 

 

町
全
の
国
民
学
校
小
学
校
と
な
る 

谷
山
町
立
第
一
中
学
校
―
第
四
中
学
校
発
足
す
る 

和
田
錫
山
に
公
民
館
設
立
さ
れ
る
錫
山
館
長
三
原
清 

麿
（
四
二
年
現
在
） 

民
選
に
よ
り
松
元
仁
市
郎
第
四
代
町
長
に
当
選
す
る 

安
楽
正
矩
第
二
助
役
に
就
任
す
る 

第
一
次
農
地
買
収
は
じ
ま
る 

 

谷
山
自
治
警
察
署
と
な
る 

 

法
制
改
革
に
よ
り
、谷
山
町
農
業
協
同
組
合
と
な
る 

よ
り
て
錫
山
支
所
発
足
錫
山
支
所
長
沼
田
義
行 

（
四
二
年
現
在
） 

谷
山
小
学
校
四
〇
教
室
焼
失
す
る 

谷
山
火
災
に
よ
り
町
役
場
新
生
工
業
跡
へ
移
転
す
る 

谷
山
町
立
谷
山
高
等
学
校
発
足
す
る
（
定
時
制
） 

 

谷
山
町
立
第
一
中
学
校
―
第
四
中
学
校
の
校
名
変
更 

に
よ
り
、
谷
山
、
和
田
、
谷
山
北
、
福
平
中
学
校
と
な 

る 谷
山
町
役
場
田
辺
よ
り
煙
草
収
納
所
へ
移
転
す
る 

農
地
委
員
選
挙
行
な
わ
れ
る 

谷
山
小
学
校
校
舎
二
階
四
五
〇
坪
竣
工 

谷
山
町
役
場
新
庁
舎
竣
工
（
十
一
月
） 

愛
の
聖
母
園
新
生
工
業
跡
に
開
園
（
十
一
月
） 

 

ラ
サ
ー
ル
高
等
学
校
開
校
す
る 

和
田
干
拓
護
岸
補
修
工
事
完
了
す
る 

町
内
葉
煙
草
生
産
高
六
万
七
千
瓩
と
な
る 

 

水
道
工
事
着
工
（
四
月
） 

       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
五
二



昭
和
二
七 

    

昭
和
二
八 

  

昭
和
二
九 

   

昭
和
二
九 

  

昭
和
三
〇 

  

昭
和
三
一 

     

昭
和
三
二 

 

昭
和
三
三 

 

昭
和
三
四 

一
九
五
二 

    

一
九
五
三 

  

一
九
五
四 

   

一
九
五
四 

  

一
九
五
五 

  

一
九
五
六 

     

一
九
五
七 
 

一
九
五
八 

 

一
九
五
九 

 

ル
ー
ス
台
風
襲
来
（
被
害
甚
大
） 

 

谷
山
小
校
舎
二
九
五
坪
竣
工
す
る 

 

谷
山
干
拓
地
地
鎮
祭
、
広
川
農
相
来
町
す 

 

町
長
並
に
町
会
議
員
選
挙
行
な
わ
れ
る 

 

決
選
投
票
に
よ
り
桑
鶴
実
第
五
代
町
長
に
当
選
す
る

 

谷
山
商
工
会
設
立
さ
れ
る 

 

和
田
中
学
校
錫
山
分
校
竣
工
す
る 

 

和
田
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
を
あ
げ
る

町
教
育
委
員
選
挙
さ
れ
る 

 

豪
雨
に
よ
り
農
作
物
被
害
甚
大 

水
道
給
水
開
始
さ
る
（
四
月
） 

 
鹿
児
島
市
合
併
問
題
に
つ
い
て
公
聴
会
開
か
れ
る

助
役
収
入
役
再
選
大
山
五
之
助
助
役
、福
重
清
蔵
収

入
役
と
な
る 

谷
山
高
等
学
校
県
立
に
移
管
さ
れ
る 

谷
山
町
役
場
錫
山
出
張
所
開
設
さ
る 

出
張
所
長

沼
田
政
治
（
四
二
年
現
在
） 

 

谷
山
町
は
じ
め
て
メ
ー
デ
ー
の
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
行
わ
れ
る 

 

八
木
元
信
神
社
建
立
（
発
見
三
百
年
祭
）
錫
山
中
学

校
と
し
て
独
立 

永
田
川
改
修
工
事
着
手
さ
れ
る 

護
国
神
社
慈
眼
寺
に
竣
工
す
る 

桑
鶴
実
町
長
に
当
選
す
る
（
第
二
期
） 

 

十
月
谷
山
市
制
施
行
さ
れ
る 

 

明
治
三
十
四
年
以
来
の
大
雪
降
る 

 

川
元
浩
市
長
に
当
選
す
る 

昭
和
三
七 

  
 
 

昭
和
三
八 

  

昭
和
三
八 

  

昭
和
三
九 

  

昭
和
四
〇 

     

昭
和
四
一 

 

昭
和
四
一 

 

昭
和
四
一 

       

昭
和
四
二 

    

一
九
六
二 
  

一
九
六
三 

  

一
九
六
三 

  

一
九
六
四 

  

一
九
六
五 

 

一
九
六
五 

 

一
九
六
五 

 

一
九
六
六 

 

一
九
六
六 

 

一
九
六
六 

 

一
九
六
六 

 

一
九
六
六 

   

一
九
六
七 

    

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
永
田
川
下
流
に
温
泉
湧
く 

  

谷
山
福
祉
会
館
竣
工
す
る 

  

錫
山
鉱
山
探
鉱
試
錐 

  

谷
山
消
防
署
竣
工
す
る 

  

谷
山
市
街
地
道
路
拡
張
工
事
完
成
す
る 

 

谷
山
鹿
児
島
合
併
協
議
会
発
足
す
る 

 

鹿
児
島
工
業
短
期
大
学
開
学 

 

谷
山
市
議
会
合
併
を
議
決
す
る
（
六
月
二
十
三
日
） 

 

谷
山
森
林
組
合
成
る 

 

鹿
児
島
市
議
会
合
併
を
議
決
す
る（
六
月
二
十
九
日
） 

 

鹿
児
島
経
済
大
学
笠
松
に
移
転 

 

坂
上
駅
と
谷
山
上
福
元
局
（
局
長
内
村
峯
博
）
坂
之 

上
局
（
局
長
緒
方
優
）
新
設
さ
る 

  

四
月
二
十
九
日
鹿
児
島
市
と
合
併（
地
名
は
谷
山
も 

鹿
児
島
市
と
な
る
） 

   
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
五
三 



 

一
二
五
四 

編 

集 

後 

記 
 

 
 

昭
和
三
十
四
年
に
、
同
好
の
人
々
が
谷
山
史
談
会
を
組
織
し
て
、
毎
月
例
会
を
も
っ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
成
果
を
挙
げ
る
う
ち
に
、

ま
と
ま
っ
た
郷
土
誌
編
纂
へ
の
希
望
も
、
醸
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
も
川
元
市
長
の
熱
意
と
御
理
解
に
よ
り
、
市
の
事
業
と
し
て

と
り
上
げ
ら
れ
、
編
纂
委
員
を
委
嘱
し
て
教
育
委
員
会
の
所
管
と
し
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
に
谷
山
市
郷
土
誌
編
纂
の
発
足
を
見
た
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
編
纂
委
員
会
で
は
、
ま
ず
資
料
を
集
収
、
整
理
、
研
究
す
る
こ
と
と
し
て 

１ 

著
名
な
資
料
文
献
か
ら
、
谷
山
関
係
の
分
を
摘
出
整
理
す
る
。 

２ 

個
人
所
蔵
の
未
公
開
の
資
料
の
探
究
に
努
め
る
。 

３ 

市
内
散
在
の
遺
跡
、
遺
物
の
発
掘
、
整
理
、
保
存
に
努
め
る
。 

４ 

全
市
を
区
分
し
て
、
協
力
委
員
を
委
嘱
し
て
徹
底
を
図
る
。 

５ 

右
の
地
区
別
毎
に
、
実
地
踏
査
や
、
古
老
と
の
懇
談
会
な
ど
に
よ
り
探
訪
に
努
め
る
。 

６ 

他
市
町
村
、
或
は
他
県
で
も
、
関
係
資
料
を
探
究
す
る
。 

７ 

市
内
の
有
形
無
形
の
資
料
に
、
馴
れ
過
ぎ
て
、
取
り
落
し
の
な
い
よ
う
他
郷
の
人
の
注
意
を
尊
重
す
る
。 

以
上
の
よ
う
な
事
項
に
留
意
し
て
、
ま
ず
資
料
や
文
献
の
調
査
、
集
収
を
始
め
ま
し
た
が
、
谷
山
市
は
遺
蹟
は
多
く
存
在
す
る
の
に
反

し
、
文
献
上
の
資
料
に
乏
し
く
そ
の
集
収
は
極
め
て
、
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
市
内
の
有
識
者
を
郷
土
誌
編
纂
協
力
員
に
委
嘱
し
て
、
資



 

一
二
五
五 

料
や
情
報
な
ど
の
提
供
、
ま
た
は
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
、
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
幸
い
に
こ
の
協
力
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
市
内
五
カ
所
に

お
い
て
、
古
老
に
聞
く
会
を
催
し
、
ま
た
現
地
案
内
な
ど
に
積
極
的
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
編
纂
委
員
は
さ
ら
に
出
水
、
知
覧
、
川
辺
、
吹
上
、
高
山
、
垂
水
、
金
峰
町
な
ど
を
は
じ
め
、
遠
く
熊
本
県
八
代
市
、
菊
池
市
方
面
に

ま
で
出
向
い
て
、
文
献
の
調
査
や
実
地
踏
査
に
当
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
編
纂
に
当
り
ま
し
て
は
、
各
委
員
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
科

目
を
決
め
て
、
毎
月
定
例
日
に
集
合
し
て
協
議
を
重
ね
、
一
方
鹿
児
島
大
学
の
五
味
先
生
、
桃
園
先
生
、
原
口
先
生
、
大
庭
先
生
を
始
め
、

高
校
史
学
会
の
村
野
先
生
や
芳
先
生
に
つ
い
て
、
編
纂
の
指
導
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

元
来
、
郷
土
誌
の
編
纂
は
永
い
年
月
を
要
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
郷
土
誌
は
鹿
児
島
市
と
の
合
併
時
期
の
関
係
が
あ

り
ま
し
て
、
わ
ず
か
四
年
に
し
て
上
梓
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
間
、
編
纂
委
員
に
お
い
て
は
非
常
な
苦
心

を
払
い
、
貴
重
な
文
献
や
資
料
な
ど
急
い
で
数
多
く
集
収
す
る
事
に
努
力
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
谷
山
諸
記
、
山
田
文
書
、
辺
田

文
書
、
鶴
田
文
書
、
名
越
高
朗
日
記
、
前
田
善
兵
衛
日
記
な
ど
得
難
い
古
文
書
や
文
献
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
誌
が
従
来
の
郷
土
誌
に
比
し
て
内
容
も
記
事
も
分
量
も
著
し
く
豊
富
に
な
っ

た
こ
と
は
、
ご
覧
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
少
し
お
断
わ
り
す
る
こ
と
は
、
内
容
は
す
べ
て
委
員
共
同
の
文
責
と
し
、
用
語
や
文
体
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
合
わ

せ
、
さ
ら
に
国
語
の
先
生
方
に
依
頼
し
て
現
代
か
な
使
い
に
改
め
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
文
体
や
用
語
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
一
様
を
欠
く
も
の
が
あ
り
、
こ
の
点
に
読
者
諸
氏
の
ご
了
承
を
願
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

な
お
こ
こ
で
誌
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
誌
が
完
全
無
欠
の
も
の
で
は
な
く
、
他
日
に
補
遺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
相
当
に



 

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
後
と
も
資
料
の
集
収
や
研
究
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
こ
こ
で
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
集
収
し
た
文
献
や
資
料
は
全
部
こ
れ
を
本
誌
に
収
録
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
の
文
献
や
資
料
は
永
久
に
市
に
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
本
誌
の
編
纂
に
当
っ
て
指
導
と
助
言
を
た
ま
わ
っ
た
大
学
な
ど
の
諸
先
生
方
と
、
文
献
や
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

な
ら
び
に
編
纂
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
左
記
の
協
力
員
の
皆
様
に
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 
 
 

編
纂
協
力
員
（
順
序
不
同
） 

鬼
丸
静
彦 

 
 
 

東 

晃
永 

 
 

松
山
英
徳 

 
 
 

有
村
精
一 

 
 
 

蕨
野
光
盛 

 
 
 

谷
口 

魁 
 
 

有
山
長
太
郎

浜
田
長
文 

 
 
 

黒
木
弥
之
進 
 

青
木
直
敏 

 
 
 

大
脇
為
明 

 
 
 

宮
原 

吉 
 
 
 

名
越
高
業 

 
 

川
畑
正
治 

伊
地
知
南
男 

 
 

伊
集
院 

宏 
 

蔵
之
下 

繁 
 
 

鶴
田
明
孝 

 
 
 

大
迫
敬
治 

 
 
 

高
木
良
雄 

 
 

西
村 

孝 

島
津
久
敬 

 
 

以
上 

 
 
 

編
集
事
務
担
当
者 

上
山
芳
徳
（
社
会
教
育
課
長
） 

 
 

崎
山
九
平
（
社
会
教
育
係
長
） 

 

中
野
君
江
（
嘱
託
） 

 
 

馬
場
口
ミ
チ
子
（
嘱
託
） 

一
二
五
六 



 

谷 山 市 誌 編 集 委 員 

入 

佐 

清
之
烝 

明
治
十
七
年
十
月
二
十
二
日
生 

矢 

上 

吉 

久 

明
治
二
十
三
年
三
月
一
日
生 

錫
山
鉱
山
史 

林
業
史 

 
 
 
 

名
勝
旧
蹟
、
観
光
編 

築 
地 

健 

吉 
明
治
二
十
七
年
五
月
二
五
日
生 

安 

田 

敬 

蔵 

 

明
治
二
十
八
年
六
月
三
日
生 

 
 

近
世
史 

宗
教
史 

黒 

木 

弥
千
代 

明
治
二
十
八
年
七
月
五
日
生 

行
政
史 

産
業
経
済
史 

交
通
史 

人
物
史 

平 

井 

政 

明 

明
治
三
六
年
十
二
月
二
一
日
生 

委
員
長
（
谷
山
市
教
育
長
） 

木 

原 

三 

郎 

 
 

大
正
八
年
一
月
十
一
日
生 

教
育
史 

民
俗 

河 

野 

治 

雄 

大
正
八
年
六
月
十
八
日
生 

先
史 

古
代 

中
世
史 

一
二
五
七 



 



 



 


